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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　グループオブピクチャ（ＧＯＰ）としてビデオストリームを符号化する手段を含むビデ
オデータを符号化する装置であって、
　それぞれのグループオブピクチャは、前記グループオブピクチャの符号化に関する符号
化モードと符号化パラメータの少なくとも一方が記述される少なくとも１つの記述ユニッ
トを含み、
　当該装置は、
　現在のグループオブピクチャの符号化に関する符号化モードと符号化パラメータの少な
くとも一方が記述されている記述ユニットが、先行するグループオブピクチャの符号化に
関する符号化モードと符号化パラメータの少なくとも一方が記述されている記述ユニット
と同じであるかを示す少なくとも１つのメッセージをデータストリームにヘッダとして挿
入する手段を有する、
ことを特徴とする装置。
【請求項２】
　前記メッセージを挿入する手段は、それぞれのグループオブピクチャの開始で前記メッ
セージを挿入する、
ことを特徴とする請求項１記載の符号化装置。
【請求項３】
　それぞれのグループオブピクチャは、それぞれのグループオブピクチャについて２つの
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記述ユニットを含み、第一の前記記述ユニットは、それぞれのグループのピクチャについ
て使用される符号化モードに関連し、前記第二の記述ユニットは、符号化装置により使用
される符号化パラメータに関連する、
ことを特徴とする請求項１又は２記載の符号化装置。
【請求項４】
　少なくとも１つの記述ユニットが先行するグループオブピクチャの記述ユニットに関し
て新しいとき、前記少なくとも１つの記述ユニットを記録することが意図される、前記記
述ユニットの少なくとも１つを記録する手段を有する、
ことを特徴とする請求項１乃至３の何れか記載の符号化装置。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの記述ユニット及び前記少なくとも１つのメッセージは、Ｈ２６４
符号化規格に従う、
ことを特徴とする請求項１乃至４の何れか記載の符号化装置。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのメッセージは、ＳＥＩタイプのメッセージである、
ことを特徴とする請求項５記載の符号化装置。
【請求項７】
　前記少なくとも１つのメッセージは、それぞれの記述ユニットについて、どの記述ユニ
ットが、先行するグループオブピクチャに関連する対応する記述ユニットと同じであるか
を示す、
ことを特徴とする請求項３乃至５の何れか記載の符号化装置。
【請求項８】
　グループオブピクチャ（ＧＯＰ）としてピクチャのストリームを符号化するビデオデー
タを符号化する方法であって、
　それぞれのグループオブピクチャは、前記グループオブピクチャの符号化に関する符号
化モードと符号化パラメータの少なくとも一方が記述される少なくとも１つの記述ユニッ
トを含み、
　当該方法は、
　現在のグループオブピクチャの符号化に関する符号化モードと符号化パラメータの少な
くとも一方が記述されている記述ユニットが、先行するグループオブピクチャの符号化に
関する符号化モードと符号化パラメータの少なくとも一方が記述されている記述ユニット
と同じであるかを示す少なくとも１つのメッセージをデータストリームにヘッダとして挿
入するステップを有する、
ことを特徴とする方法。
【請求項９】
　請求項１乃至７の何れか記載の装置で符号化されたデータのストリームをデコードする
手段を有するビデオデータを復号化する装置であって、
　当該装置は、
　前記メッセージを分析する手段と、
　少なくとも１つの次の記述ユニットが先行する記述ユニットと異なることを前記メッセ
ージが示す場合に、前記少なくとも１つの次の記述ユニットをデコードし、さもなければ
、少なくとも１つの次の記述ユニットが先行する記述ユニットと同じである場合に、前記
少なくとも１つの記述ユニットをデコードしない手段と、
を有することを特徴とする装置。
【請求項１０】
　少なくとも１つの記述ユニットが新しいとき、受信された少なくとも１つの記述ユニッ
トを記録することが意図される、前記記述ユニットの少なくとも１つを記録する手段を有
する、
ことを特徴とする請求項９記載の復号化装置。
【請求項１１】
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　請求項１乃至７の何れか記載の装置で符号化されたビデオデータを復号化する方法であ
って、
　当該方法は、
　前記メッセージを分析するステップと、
　少なくとも１つの記述ユニットが先行する記述ユニットと異なることを前記メッセージ
が示す場合に、前記少なくとも１つの記述ユニットをデコードし、さもなければ、少なく
とも１つの記述ユニットが先行する記述ユニットと同じである場合に、前記少なくとも１
つの記述ユニットをデコードしないステップと、
を有することを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ビデオデータ及びデータ系列を符号化及び復号化する装置及び方法に関する
。　
　本発明は、より詳細には、符号化された画像が所定の情報量で送出され、それらが容易
にデコードされるのを可能にする符号化規格に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ＭＰＥＧ－２、最近ではＨ２６４のような圧縮規格は、グループオブピクチャ（ＧＯＰ
）の形式で符号化された画像を送出し、後者は、グループオブピクチャの構造を記述する
情報を含む。この情報は、その後、画像のデコーディングのためにデコーダで利用できる
。
【０００３】
　Ｈ２６４規格では、符号化されたビデオストリームは、それぞれのグループオブピクチ
ャ（ＧＯＰ）及びそれぞれのＧＯＰのピクチャを記述する一連のヘッダタイプのユニット
を有する。これらのヘッダは、ＮＡＬ（Network　Adaptation　Layer）でダビングされる
。これらのヘッダは、特に、ＳＰＳ（Sequence　Parameter　Set）タイプのＮＡＬ又はＰ
ＰＳタイプ（Picture　Parameter　Set）のＮＡＬである。これらのＮＡＬは、それらが
属するＧＯＰの開始で送出される。それぞれのＧＯＰは、ＳＰＳタイプのＮＡＬで開始し
、次いでＰＰＳタイプのＮＡＬ、次いでＩＤＲ（Instantaneous　Decoding　Refresh）タ
イプのＮＡＬ、及びその後、一連のタイプＩ，Ｂ又はＰピクチャとなる。ＰＰＳタイプの
ＮＡＬは、後続する画像により使用されるように、ＧＯＰの中央に挿入することができ、
特に、ピクチャタイプのそれぞれのＮＡＬの前にＰＰＳタイプのＮＡＬを有することがで
きる。ＳＰＳタイプのＮＡＬは、一連のＧＯＰのピクチャについて、（Ｈ２６４規格で知
られるように）それらのプロファイル及びそれらのレベルを示す。
【０００４】
　ＰＰＳタイプのＮＡＬは、使用されるエントロピー符号化のタイプ（ＣＡＢＡＣ又はＣ
ＡＶＬＣ）を示すが、ベース量子化のインターバルをも示す。
【０００５】
　ＳＰＳ及びＰＰＳタイプのＮＡＬは、サービス品質を保証するように、それぞれのＧＯ
Ｐの開始で放出されるが、これら同じＳＰＳ及びＰＰＳは、数回にわたり放出され、すな
わち同一のＳＰＳ及び同一のＰＰＳは、幾つかＧＯＰにわたりピクチャのデコーディング
に利用できる。これらのデコーディングは時間的に比較的高価であって不必要であるが、
前に放出されたデコードされたＧＯＰの間にこれらのシンタックスエレメントが潜在的に
読み取られかつデコードされるたびに、それらのデコーディングが実行されることをＨ２
６４規格は規定している。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　したがって、本発明は、更に効果的なデコーディングを可能にするデータの符号化を提
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案する。本発明は、Ｈ２６４タイプの符号化に限定されないが、冗長なデータが送信され
て、有効なデータのデコーディングを可能にするためにデコーディングを必要としないデ
ータストリームに適用することもできる。これらの冗長なデータは、特に使用される符号
化のタイプによるものであって、特にデータ構造がストリームにおいて数回にわたり再生
されるときであり、ヘッダが符号化構造に関連され、ストリームを通して構造が保存され
る場合に関連されるデータのそれぞれのグループについて異ならないことが可能である。
【０００７】
　このため、本発明は、グループオブピクチャとしてビデオストリームを符号化する手段
を有する、ビデオデータを符号化する装置に関するものであり、それぞれのグループオブ
ピクチャは、前記グループオブピクチャの符号化に関連して少なくとも１つの記述ユニッ
トを有する。
【０００８】
　本発明によれば、本装置は、データのストリームに、現在のグループオブピクチャの記
述ユニットが先行するグループオブピクチャに関連する記述ユニットと同一であるかを示
す少なくとも１つのメッセージを挿入する手段を有する。
【０００９】
　メッセージの挿入は、デコーディング装置によりこれらデータの復号化の間に受信され
た全てのデータをデコードしないことを可能にする。データの符号化の間のメッセージの
挿入は、符号化されたデータのその後の復号化と互換性がなければならない。好ましくは
、挿入されたメッセージは、デコーダにより理解される必要があるか、データの復号化を
妨げることなしにデコーダにより無視される必要がある。このように、本発明に係る符号
化装置により符号化されたデータ系列は、デコーディング装置と互換性があることが好ま
しい。
【００１０】
　有利な実施の形態によれば、前記メッセージを挿入する手段は、それぞれのグループオ
ブピクチャの開始で前記メッセージを挿入する。　
　このようにして、これにより、それらの受信の間にデータの復号化がスピードアップさ
れる。
【００１１】
　好ましくは、それぞれのグループオブピクチャは、それぞれのグループオブピクチャに
ついて２つの記述ユニットを含み、第一の記述ユニットは、グループのそれぞれのピクチ
ャについて使用される符号化モードに関連し、第二の記述ユニットは、符号化装置により
使用される符号化パラメータに関連する。
【００１２】
　好ましくは、本装置は、先行するグループオブピクチャの記述ユニットに関してそれが
新しいときに、少なくとも１つの記述ユニットを記録することが意図される、前記記述ユ
ニットの少なくとも１つを記録する手段を有する。　
　有利なことに、符号化装置は、Ｈ２６４符号化規格に準拠する。　
　有利なことに、前記メッセージは、ＳＥＩタイプのメッセージである。
【００１３】
　ＳＥＩメッセージは、Ｈ２６４規格により認識される。ＳＥＩメッセージの使用は、Ｈ
２６４規格に従い、本発明を実現するコーダ及びデコーダとの互換性を保持するのを可能
にする。したがって、デコーダがメッセージを受信したとき、それを解釈することに続く
か、それを無視し、後者のケースでは、本発明を実現しない。
【００１４】
　好適な実施の形態によれば、前記メッセージは、それぞれの記述ユニットを示し、その
記述ユニットは、先行するグループに関連する対応する記述ユニットに同一である。
【００１５】
　第二の態様によれば、本発明は、グループオブピクチャとしてピクチャのストリームを
符号化するビデオデータを符号化する方法に関し、それぞれのグループオブピクチャは、
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前記グループオブピクチャの符号化に関連する少なくとも１つの記述ユニットを含む。本
発明によれば、符号化方法は、現在のグループオブピクチャの記述ユニットが先行するグ
ループオブピクチャに関連する記述ユニットと同一であるかを示す少なくとも１つのメッ
セージのデータのストリームへの挿入のステップを含む。
【００１６】
　第三の態様によれば、本発明は、本発明に係る装置で符号化されるデータのストリーム
をデコードする手段を有する、ビデオデータをデコードする装置に関する。本発明によれ
ば、デコーディング装置は、前記メッセージを分析する手段、このユニットが先行する記
述ユニットとは異なることを前記メッセージが示す場合に、少なくとも１つの次の記述ユ
ニットをデコードし、同一である場合にそれをデコードしない手段を有する。
【００１７】
　好ましくは、デコーディング装置は、それが新しいときに受信された少なくとも１つの
記述ユニットを記録することが意図される、前記記述ユニットのうちの少なくとも１つを
記録する手段を含む。
【００１８】
　第四の態様によれば、本発明は、本発明に係る装置で符号化されたビデオデータをデコ
ードする方法に関する。本発明によれば、デコーディング方法は、前記メッセージを分析
するステップ、少なくとも１つの記述ユニットが先行する記述ユニットと異なることを前
記メッセージが示す場合に少なくとも１つの記述ユニットをデコードし、少なくとも１つ
の記述ユニットが先行する記述ユニットと同一である場合にこのユニットをデコードしな
いステップとを含む。
 
【００１９】
　第五の態様によれば、本発明は、デジタルデータグループを含むデジタルデータ系列に
関し、それぞれのグループは、第一のタイプのフィールド、第二のタイプの少なくとも１
つのフィールド、第四のタイプの複数のフィールドを含む。本発明によれば、第一のタイ
プのフィールドは、第二のタイプのフィールドが時間的に先行するグループの第二のタイ
プのフィールドと同じであるか、異なるかを示す。
【００２０】
　本発明は、添付図面を参照して、全体的に限定するものではない、有利な例示的な実施
の形態及び実現のモードにより良好に理解され、例示される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　様々な図面で表されるモジュールは、物理的に区別可能なユニットに対応する場合、又
は対応しない場合がある機能的なユニットである。たとえば、これらモジュール又はその
うちの幾つかは、１つのコンポーネントに互いにグループ化されるか、同一のソフトウェ
アの機能を構成する場合がある。逆に、幾つかのモジュールは、個別の物理的なエンティ
ティから構成される場合がある。
【００２２】
　以下の記載は、Ｈ２６４規格に従ってデータの符号化に基づいている。この例示的な実
現は、このタイプの符号化に限定されない。本発明は、その後の使用を容易にするように
、情報がストリームに挿入される符号化のタイプに実際に関連する。
【００２３】
　従来技術では、ＧＯＰの構造は、ＳＰＳ及びＰＰＳタイプのＮＡＬを含み、次いで、タ
イプＩＤＲ，Ｉ，Ｂ又はＰに従って符号化されるＧＯＰのピクチャを符号化する一連のＮ
ＡＬを含む。ピクチャを符号化するＮＡＬは、ピクチャＮＡＬの復号化の間にＳＰＳ及び
ＰＰＳタイプのＮＡＬを参照する。
【００２４】
　図１に記載される実施の形態によれば、Ｈ２６４タイプのコーダは、それぞれのＧＯＰ
の開始で、ＳＥＩタイプのメッセージを挿入する。このメッセージは、その直後のＳＰＳ
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及びＰＰＳタイプのＮＡＬに関連する。
【００２５】
　ＳＥＩメッセージのレンジは、このＳＥＩメッセージに続くＳＰＳ及びＰＰＳのＮＡＬ
のペアに制限され、したがって、ＳＥＩメッセージは、ＳＰＳ及びＰＰＳヘッダのそれぞ
れの送信の前に送信される。
【００２６】
　以下の表は、タイプ６のペイロードのタイプを使用して、ＳＥＩメッセージのペイロー
ド部分を例示しており、以下の表で表されるタイプ“user_data_unregistered”のペイロ
ードにＨ２６４規格において対応する。
【００２７】
【表１】

　１２８ビットのワード“uuid_iso_iec_11578”は、メッセージのタイプをデコーディン
グフェーズの間にデコーダに示す。Ｈ２６４規格は、その意味の関数としてこのワードの
値の所定の数を規定する。これらの値のうちの１つは、タイプ“user_data_payload”の
メッセージを含むことを示す。
【００２８】
　ワード“user_data_payload_byte”は、ＳＥＩメッセージの一部を構成する８ビットワ
ードである。このワードは、プロプライエタリアプリケーションに関連するデータを符号
化するために使用され、以下に符号化されるように、本発明に関するデータを符号化する
ために使用される。
【００２９】
　PayloadSizeは、UUIDについて１６及び“user_data_payload_byte”について１を含む
１７バイトに等しい。
【００３０】
　ワード“user_data_payload_byte”は、以下のように符号化される。　
　０ｘ００：２ＮＡＬユニットのＳＰＳ及びＰＰＳは、先行するＧＯＰのデコーディング
の間に使用されるものとは共に異なる。　
　０ｘ０１：ＮＡＬユニットのＳＰＳは新しいが、ＮＡＬユニットのＰＰＳは先行するＧ
ＯＰのデコーディングの間に使用されるものと同じである。　
　０ｘ０２：ＮＡＬユニットのＰＰＳは新しいが、ＮＡＬユニットのＳＰＳは先行するＧ
ＯＰのデコーディングの間に使用されるものと同一である。　
　０ｘ０３：２ＮＡＬユニットのＳＰＳ及びＰＰＳは、先行するＧＯＰのデコーディング
の間に使用されるものと共に同じである。
【００３１】
　図２は、本発明の好適な実施の形態に係る符号化装置を表す図である。　
　現在のフレームＦnは、そこで符号化されるようにコーダの入力で与えられる。このフ
レームは、１６×１６画素のグループの対応する、マクロブロックと呼ばれるグループオ
ブピクセルとして符号化される。それぞれのマクロブロックは、イントラ又はインターモ
ードで符号化される。イントラモードにあるか、又はインターモードにあるかで、マクロ
ブロックは、再構成されたフレームに基づいて符号化される。モジュール１０９は、ピク
チャのコンテンツに関数として、現在のピクチャのイントラモードにおける符号化モード
を判定する。イントラモードでは、Ｐ（図２で表される）は、前にエンコード、デコード
及び再構成された現在のフレームＦnのサンプルから構成される（図２におけるｕＦ’n、
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ｕはフィルタリングされないことを意味する）。インターモードでは、Ｐは、１以上のフ
レームＦ’n-1に基づいた動き予測に基づいて構成される。
【００３２】
　動き予測モジュール１０１は、現在のフレームＦnと少なくとも１つの先行するフレー
ムＦ’n-1との間の動き予測を確立する。この動き予測に基づいて、現在のピクチャＦnが
インターモードで符号化される必要があるとき、動き補償モジュール１０２は、フレーム
Ｐを生成する。
【００３３】
　減算器１０３は、符号化されるべきピクチャＦnとピクチャＰの間の差である信号Ｄnを
生成する。その後、このピクチャは、モジュール１０４におけるＤＣＴ変換により変換さ
れる。変換されるピクチャは、その後、量子化モジュール１０５により量子化される。そ
の後、ピクチャは、モジュール１１１により認識される。その後、ＣＡＢＡＣタイプ（Co
ntext-based　Adaptive　Binary　Arithmetic　Coding）のエントロピー符号化モジュー
ル１１２は、それぞれのピクチャをエンコードする。
【００３４】
　それぞれ逆量子化及び逆変換のためのモジュール１０６及び１０７は、変換及び量子化
後の差Ｄ’nを再構成し、その後、逆量子化及び逆変換を行う。
【００３５】
　モジュール１０９に従って、ピクチャがイントラモードで符号化されたとき、イントラ
予測モジュール１０８は、ピクチャを符号化する。ピクチャｕＦ’nは、信号Ｄ’nと信号
Ｐの合計として、加算器１１４の出力で得られる。このモジュール１０８は、フィルタリ
ングされていない再構成されたピクチャＦ’nを入力として受ける。
【００３６】
　フィルタリングモジュール１１０は、ピクチャｕＦ’nに基づいてフィルタリングされ
た再構成されたピクチャＦ’nを得ることが可能である。　
　エントロピー符号化モジュール１１２の出力で、ＮＡＬの形式でこのように符号化され
たピクチャは、関連されるＳＰＳ及び／又はＰＰＳタイプのＮＡＬにより、モジュール１
１３に送出される。
【００３７】
　モジュール１１３は、ＳＰＳ及びＰＰＳタイプのＮＡＬを記録することが意図される、
２つのレジスタ１１５及び１１４を有する。これら２つのレジスタは、ＳＰＳ及びＰＰＳ
タイプの幾つかのＮＡＬを記録することができる。Ｈ２６４規格は、特に、幾つかのＧＯ
ＰにわたりＳＰＳ及びＰＰＳのＮＡＬを機能するのを可能にする３２ＳＰＳのＮＡＬの記
録と２５６ＰＰＳのＮＡＬの記録を想定している。
【００３８】
　新たなＧＯＰがモジュール１１３で受信されたとき、受信されたＳＰＳ及びＰＰＳのＮ
ＡＬは、レジスタ１１５及び１１４に記録されるＮＡＬとそれぞれ比較される。新たなＳ
ＰＳ及びＰＰＳのＮＡＬが記録されている最後のＮＡＬと異なる場合、新たなＳＰＳ及び
ＰＰＳのＮＡＬは、レジスタ１１５及び１１４にそれぞれ書き込まれる。その後、モジュ
ール１１３は、出力としてＧＯＰを送出する前にＧＯＰの開始で挿入されるＳＥＩメッセ
ージを準備する。
【００３９】
　このＳＥＩメッセージは、ＳＰＳ及びＰＰＳのＮＡＬが新しいか、又は新しくないかに
従って、図１に記載されるＳＥＩメッセージに一致する。　
　図３は、本発明に係る復号化装置を表す。　
　モジュール２１１は、デコードされるべきＧＯＰを入力として受ける。このモジュール
２１１は、ＳＰＳタイプの少なくとも１つのＮＡＬを記録するレジスタ２１０及びＰＰＳ
タイプの少なくとも１つのＮＡＬを記録するレジスタ２０９を利用可能である。
【００４０】
　モジュール２１１がＧＯＰを受けたとき、ＧＯＰの開始に位置されるＳＥＩメッセージ
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をデコードする。モジュール２１１で行われるデコーディングの詳細なフローチャートは
、図４に与えられる。
【００４１】
　ＳＥＩメッセージの分析の関数として、ＰＰＳ及びＳＰＳタイプのＮＡＬは、図４に示
されるようにデコードされるか、無視される。ＳＥＩメッセージで新しいとして定義され
た場合、それらはデコードされ、さもなければ、それらはデコードされない。ＳＰＳ及び
ＰＰＳのＮＡＬは、それらが新しいとして検出された場合に、レジスタ２１０及び２０９
でそれぞれ記録される。特に、それらはデコードされ、適切なレジスタに記録される。特
に、後続のＧＯＰの受信の間、ＳＰＳ及びＰＰＳのＮＡＬ又はそれらのうちの１つが先行
するＧＯＰ又は更に先のＧＯＰのＳＰＳ及びＰＰＳのＮＡＬに関して新しくないことを、
このＧＯＰに属するＳＥＩメッセージが示す場合、それらを少なくとも１つの先行するＧ
ＯＰのＳＰＳ及びＰＰＳの値と比較することができることが重要である。
【００４２】
　このＳＥＩメッセージがデコードされたとき、ＳＰＳ及びＰＰＳのＮＡＬの値が利用可
能であるとき、それらが新しくないケースでレジスタのコンサルテーションによるか、そ
れらが新しい場合に現在の値のデコーディングにより、ピクチャタイプのＮＡＬは、エン
トロピーデコーディングモジュール２０１に送出される。
【００４３】
　エントロピー復号化モジュール２０１は、図２のモジュール１１２とは逆の動作を実行
する。その後、係数のセットを取得するように、データは記録モジュール２０２に送出さ
れる。これらの係数は、モジュール２０３における逆量子化及びモジュール２０４におけ
る逆ＤＣＴ変換を受け、その出力で、Ｄnの変形されたバージョンであるマクロブロック
Ｄ’nを得る。予測ブロックＰは、マクロブロックｕＦ’nを再構成するため、加算器２０
５によりＤ’nに加算される。ブロックＰは、イントラモードにおける符号化のケースで
、モジュール２０７により、マクロブロックｕＦ’nのインターモードにおける符号化の
間又はイントラ予測の後、先行するデコードされたフレームの、モジュール２０８により
実行される動き補償の後に得られる。フィルタ２０６は、歪みの作用を低減するように信
号ｕＦ’nに印加され、再構成されたフレームＦ’nは、一連のマクロブロックに基づいて
形成される。
【００４４】
　図４は、本発明に係るＧＯＰデコーディング方法の動作に関するフローチャートである
。　
　ステップＳ１の間、ＳＥＩメッセージが読み取られる。このメッセージは、現在のＧＯ
Ｐの最初のＮＡＬを構成する。ステップＳ２の間、このＳＥＩメッセージがデコードされ
る。より詳細には、本発明に関連して、ＳＰＳ及びＰＰＳのＮＡＬが新しいかを調べるよ
うに、フィールド“user_data_payload_byte”がデコードされる。
【００４５】
　ステップＳ３の間、ＳＰＳ　ＮＡＬが先行するＧＯＰのそれと同一であるか否かを調べ
るため、このフィールドのコンテンツがテストされる。ＳＥＩメッセージが値０ｘ００又
は０ｘ０１に等しい場合、ＳＰＳ　ＮＡＬは新しく、ステップＳ４に進む。このステップ
Ｓ４の間、ＳＰＳ　ＮＡＬをデコードし、ステップＳ５に進む。さもなければ、ステップ
Ｓ３のテストの間、ＳＰＳ　ＮＡＬが新しくない場合、ステップＳ４を介して進むことな
しに、ステップＳ５に進む。ステップＳ５の間、ＳＥＩメッセージをテストして、現在の
ＧＯＰのＰＰＳ　ＮＡＬが先行するＧＯＰのそれと同じであるか否かを判定する。ＳＥＩ
メッセージが値０ｘ００又は０ｘ０２に等しい場合、ＰＰＳ　ＮＡＬは新しく、ステップ
Ｓ６に進む。このステップＳ６の間、ＰＰＳ　ＮＡＬをデコードし、ステップＳ７に進む
。さもなければ、ステップＳ５のテストの間、ＳＰＳ　ＮＡＬが新しくない場合、ステッ
プＳ４を介して進むことなしに、ステップＳ７に進む。ステップＳ７の間、先行するＧＯ
Ｐからデコード又は回復されたＰＰＳ及びＳＰＳの値に基づいてＧＯＰのピクチャをデコ
ードする。
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【００４６】
　このように、ＳＰＳ及びＰＰＳのＮＡＬが少なくとも直前のＧＯＰのＳＰＳ及びＰＰＳ
のＮＡＬに関して新しくないとき、ステップＳ４及びＳ６は実行されず、これにより、時
間の節約及びエントロピーデコーディングのレベルでのデコーディングの簡単さが提供さ
れる。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明に係るＧＯＰの構造を表す図である。
【図２】本発明に係る符号化装置を表す図である。
【図３】本発明に係る復号化装置を表す図である。
【図４】ＧＯＰの復号化の間のＧＯＰの分析に関するフローチャートである。

【図１】 【図２】
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